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考えて行動する子ども☆★ 心と体を鍛え、 命を大切にする子  

昨日 3 日（水）午後 3 時 30 分より、令和 6 年度

の学校保健委員会を開催しました。 

市川陽子先生（小児科・内科）、板橋辰也先生（歯科）、

橋本禎子先生（眼科）、高橋寛先生（薬剤師）の 4 名

の学校医・学校薬剤師の先生方を講師にお迎えし、今

年度第 1 回目となる学校保健委員会を開催しました。 

1学期に行った健康診断【内科・眼科・耳鼻科・歯

科】の結果や食物アレルギー調査の結果をもとに、本

校の子どもたちの健康課題や健康な生活のための留

意点等についてお話をいただきました。 

出席いただいた PTA 会長さんはじめ６名の保護者

の皆さんと養護教諭、保健主事、教頭、校長、そこに

講師の先生方も加わって懇談や質疑応答等を行いま

した。1 時間の予定でしたが、10 分以上もオーバー

し、様々な話題についてお話ができました。 

 

 

【菅原７・８】歩くスピードもちょうどよく、

班長さんの気遣いも感じられました。  

【小原田・白岩】徳元田十字路は一旦止まるよう声を

かけ、周りの安全を確かめてから渡りました。車は

来ていませんでしたが、身を守るために安全確認を

しっかりできるといいなと思います。  

【舘・戸ノ内】列が伸びてしまう時があるので、班長・

副班長がもう少し連携が取れるといいと思います。 

【舘・戸ノ内】今日は、大きな黄色い旗を振ったので遠

くの車も気づいて徐行・停止してくれましたが、普段

はスピードを落とさず通り過ぎる車が多い危険な交

差点です。渡る際はしっかり確認することと、渡るこ

とをアピールすることが大事だと思います。 

【菅原７・８】気持ちよくあいさつを返してくれる子もい

て良かったです。      全員が自然に 

あいさつできるさらに良いと思います。 

【舘・戸ノ内】元気なあいさつをしてくれる

子が数名いて、気持ちが良かったです。 

【谷地】夏休み明け、朝の登校班の見守りをしていたら

他の班の 1 年生がめまいがすると座り込んでいまし

た。6年生の班長さんが声をかけてくれてすぐに対応

し家まで送り届けました。       その際、荷物を持

ってあげたのですが、大人の私でも重くて、家に着く

頃は息が切れていました。iPadが重く、夏休み明け 

 

 会の始めに養護教諭から、健診結果・食物アレルギー

調査結果の概要が報告されました。結果の詳細は学校だ

より No.20・２１・29を HPで再確認下さい。 

 講師の先生からの資料やお話の内容はとても参考に

なりました。内容が盛りだくさんなので、次号以降でお

知らせします。 

 

 

は他の荷物もあります。低学年だけでも毎日持ち帰ら

ない方が良いでのではと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【舘・戸ノ内】新幹線下は蔦などの雑草で小さな児童

は見えにくい場所もあるので道路に飛び出さ

ないよう注意が必要です。 

【谷地】夏休み明けで疲れがある感じですが、私を

見つけると「○○くんのママだ」と走ってきてくれ

ました、子どものパワーはすごいなと思いました。 

ただ、おしゃべりに夢中で、車出入りが

激しい場所なのでドキドキしました。 

【舘・戸ノ内】日が落ちるのが早くなってきました。6 時

頃にはだいぶ暗くなってしまうので早めの帰

宅を促したいです。 
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 市保健所ならびに感染症・疾病対策課から「新型コ
ロナウイルス増加中」の注意喚起文書が届きました。
２ページ目でお届けします。 
 本校では今日現在、諸感染症罹患は 3 名。先週から
増加傾向は見られません。ただ、夏休み明けの 3 週目、
朝夕の気温差への適応もあり、疲れが出ている子もい
るようです。昨日・今日と、発熱・体調不良での欠席
や早退する子もいます。 
規則正しい生活に加えて睡眠と栄養＝早寝早起き 
朝ごはんを引き続きよろしくお願いします。 
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低学年だけでなく上学年や中学校でも荷物の重さは改善が 

必要で具体的な取組もしています。個人的には、そもそもラン

ドセル自体が中学校のカバンよりも重いという点も問題だと考

えています・・（が文化的習慣や背景等の壁が大きいですね）。 

市の方針では、緊急時のオンライン対応と ICTの日常的な活

用のため、毎日のタブレットの持ち帰りを奨励しています。で

も本校では、低学年については原則週 1 回の持ち帰りとしてい

ます。もちろん、それがきまり・絶対ということではなく、ド

リルのオンライン問題や学習アプリ等を使って家でも自主的に

学習したいという場合は、毎日持ち帰っている児童もいます。 

子どもの健康とともに一人一人の主体性や多様性・思いを大

切にしていくと「一律の規制やきまりで」というのは難しい 

場面があります。子どもの意思を尊重しながら・・ですね。 



 


